
12

常
に
雲
や
霧
が
生
じ
、
雨
を
降
ら

す
こ
と
か
ら
、
別
名｢

雨
降
山
」と

呼
ば
れ
、
農
業
の
神
様
と
し
て
信

仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま

た｢
石
尊
大
権
現｣

は
大
山
阿
夫
利

神
社
が
石
尊
大
権
現
と
呼
ば
れ
て

い
た
時
代
が
あ
り
、
そ
の
名
残
の

よ
う
で
す
。

　
大
山
阿
夫
利
神
社
を
参
詣
す
る

大
山
講
が
上
尾
市
域
の
複
数
箇
所

で
組
織
さ
れ
、
く
じ
引
き
な
ど
で

選
ば
れ
た
数
人
が
、
代
理
で
参
詣

を
す
る
代
参
講
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
神
社

は
立
身
出
世
の
神
と
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、15
歳
に
な
っ
た
男
子
を

代
参
講
に
同
行
さ
せ
、
お
参
り
を

済
ま
せ
た
後
は
、一
人
前
の
男
子
と

し
て
認
め
ら
れ
た
と
い
う
慣
習
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
代
参
講
は
、大
山
の
山
開
き（
７

月
27
日
～
８
月
17
日
）に
合
わ
せ
て

行
わ
れ
ま
す
が
、
関
連
行
事
と
し

て
、灯
籠
に
灯
を
と
も
す｢

大お
お

山や
ま

灯と
う

籠ろ
う

行ぎ
ょ
う

事じ｣

が
、上
尾
市
域
で
現
在
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
行
事
に
使

用
す
る
灯
籠
は
、
地
域
で
多
少
異

な
り
ま
す
が
、ほ
と
ん
ど
が
木
製
の

組
み
立
て
式
で
、
竿
と
火
袋
だ
け

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
灯
籠

を
所
定
の
位
置
に
固
定
さ
せ
、
灯

籠
の
周
り
に
２
、３
㍍
の
竹
を
４
本

（
地
域
に
よ
っ
て
は
５
本
）立
て
、し

め
縄
を
巡
ら
し
、灯
籠
に
灯
を
と
も

し
て
、お
参
り
を
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て

い
る
大
山
灯
籠
行
事
は
、
上
尾
が

農
業
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、強

い
信
仰
心
と
と
も
に
、地
域
の
人
た

ち
が
集
ま
り
、
地
域
全
体
の
絆
を

深
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
上
尾
の
発
展
の
一
助
に
な
っ
た
大

山
灯
籠
行
事
。
こ
の
小
さ
な
灯
に

感
謝
を
込
め
て
、手
を
合
わ
せ
た
い

も
の
で
す
。

　

諏す

わ訪
神
社（
畔
吉
）の
門
柱
を

入
っ
て
、
す
ぐ
右
側
に
石い

し

灯ど
う

籠ろ
う

が

あ
り
ま
す
。全
長
179
・
５
㌢
㍍
、地

面
か
ら
火ひ

袋ぶ
く
ろ（
ロ
ー
ソ
ク
な
ど
を
入

れ
、火
を
と
も
す
所
）ま
で
基
礎
を

含
め
て
102
㌢
㍍
あ
り
ま
す
。
石
灯

籠
の
構
成
は
下
か
ら
基
礎
・
竿さ

お

・
中

ち
ゅ
う

台だ
い

・
火
袋
・
笠か

さ

・
露ろ

盤ば
ん

・
請う

け

花ば
な

・
宝ほ

う

珠じ
ゅ

の
8
部
か
ら
で
き
て
い
て
、竿
部

の
正
面
に
は｢

大お
お
や
ま山

石せ
き
そ
ん尊

大だ
い
ご
ん
げ
ん

権
現
」

と
、
大
き
な
字
で
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
大お

お
や
ま山

灯と
う
ろ
う籠

が
石
灯
籠
と
し
て

設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、畔
吉
の
諏

訪
神
社
と
領
家
農
村
セ
ン
タ
ー
の

２
カ
所
で
、
共
に
上
尾
市
指
定
有

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

竿
部
に
あ
る｢

大
山｣

は
、
標
高

１
、２
５
２
㍍
の
山
で
、そ
の
山
頂

に
大お

お

山や
ま

阿あ

ふ

り
夫
利
神じ

ん
じ
ゃ社（
神
奈
川
県
伊

勢
原
市
）が
あ
り
ま
す
。山
頂
に
は諏訪神社の石灯籠

諏
訪
神
社
の
石
灯
籠
と
大
山
灯
籠
行
事

■上尾児童合唱団ファーストコンサート　
4月1日㈯14：00(開場／13：30）、響の森
桶川市民ホール　 大人／1,000円、高校
生以下／無料　 　森田 080−3722−
0817　 子ども達の元気な歌を聴
きに来てください。団員募集中！
■フォトクラブ“たちばな”第17回写真展
4月1日㈯～10日㈪9：00～17：00（10日は
16：00まで)、自然学習館　 　三

み つ

星
ぼ し

726−8109　 花と光のファンタ
ジーをテーマに自然の花を幻想的に撮影。
■第22回桃の花コンサート　4月9日㈰
14：00～16：00、コミュニティセンター　
300人　 1,500円　 　北原 773−

4410（17：00まで）　 4人のハーモ
ニーをお届けします。お楽しみください。
■伝統文化上尾いけばなこども教室　4
月15日㈯～平成30年2月24日㈯8月を除く

月1回おおむね毎月第4㈯(全10回)10：00
～11：00、谷津公民館　 15人　 6歳児
～中学生　 1回1,400円(花代含む)前期・
後期に分けて前納　 4月10日㈪までに
電話で　藤波 771−1728　 生け
花を学び、季節の花に触れ、豊かな心を
育みます。
■第12回みのり水彩スケッチ画展　4月17日
㈪～23日㈰9：30～16：30(17日は13：00から、
23日は15：00まで)、県民活動総合センター　
　石川 781−1595　 都内や旅

先で描いたスケッチ画60点を展示します。
■第29回上尾マジッククラブ発表会　4月
22日㈯13：00～15：00、コミュニティセン
ター　 　野原 781−1197　
不思議で楽しいマジックをご覧ください。
お気軽にどうぞ。
■家庭倫理講演会・テーマ「つながる」　
4月23日㈰10：00～11：30、県民活動総合
センター　 150人　 1,000円　 　森
776−0536（18：00以降）　 和や
かな家庭づくりのために、家庭の絆を強
固にしよう。

●上尾警察署ひまわり少年剣道教室　①
第1・3～5㈰14：30～18：00、第2㈰17：00
～20：30②毎週㈫18：00～20：30③毎週
㈭18：00～20：30、①中央小学校体育館、
②③上尾警察署道場　 小・中学生　
年額　小学生／12,000円、中学生／7,000
円　冨田 090−2320−8970（19：00以降）　

基本から丁寧に教えています。
ぜひ見学・体験を。
●マハロ・ウクレレクラブ　毎月2回第1・
3㈯10：00～12：00、大石公民館　 月額
2,000円　鈴木 771−8973(18：00以降)　

楽しくウクレレを弾こう。ギター
経験者、初心者大歓迎。
●ハッピー♪パソコン　毎月第4㈭10：00
～11：30、県民活動総合センター　 パ
ソコン(W

ウ ィ ン ド ウ ズ

indows7以上)　 月額1,500円
(入会金1,000円)　菰

こ も

田
だ

090−7427−8407　
自分のPCで困ったを解決！初心

者も買替の方も大歓迎。

いきいきサークル

おいでください

大
石
地
区

細ほ
そ
か
わ川 

隆た
か
ひ
ら平 

さ
ん

宝珠

露盤
請花

笠

火袋

中台

竿

基礎
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「クイズ アッピーを探そう！」（２ページ参照）で寄せられた『広報
あげお』への感想・意見を紹介します。今月は3月号です。

※内容は一部要約しています。

●�桜ガイドを読み、市内に桜の名所がたくさんあることを知
りました。行ってみようと思います。（30代女性）
●�まだ行ったことがないところに、花見をしに行きたいと思
います。桜ガイドは参考になりました。（70代女性）

●�だんだんと暖かくなってきたので、サイクリングに最適な
季節ですね。スタンプラリーに参加し、上尾の魅力を再発
見したいと思います。（40代男性）
●�子どもに安全な自転車の乗り方を身に付けてほしいので、
ぜひ行ってみたいです。（30代女性）

　

｢

思
い
を
込
め
た
作
品
が
賞
を
取
っ
た
こ
と

が
う
れ
し
か
っ
た｣
。
明
る
い
笑
顔
で
こ
う
語

る
の
は
、
第
62
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国

コ
ン
ク
ー
ル（
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
・
毎

日
新
聞
社
主
催
）で
毎
日
新
聞
社
賞
を
受
賞
し

た
、
今
泉
小
学
校
５
年
生（
受
賞
時
4
年
生
）

の
当
摩
紗
瑛
さ
ん
で
す
。

　

当
摩
さ
ん
は
課
題
図
書
の『
二ふ

つ

日か

月づ
き

』（
そ

う
え
ん
社
）を
読
み
、
読
書
感
想
文
を
書
き

ま
し
た
。
小
学
生
の
主
人
公
が
妹
の
病
気
を

徐
々
に
受
け
入
れ
、
前
に
進
ん
で
い
く
姿
に

自
分
を
重
ね
、
当
摩
さ
ん
自
身
が
小
さ
な
頃

か
ら
抱
え
て
い
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
、
あ

り
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
前
向

き
な
思
い
を
込
め
ま
し
た
。
ま
た
、
当
摩
さ

ん
の
母
が
そ
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
触
れ
、

「
大
変
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
し
、
そ
れ

が
あ
な
た
な
の
だ
か
ら
」と
温
か
い
気
持
ち

で
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
、
作
品
に
織
り
交
ぜ
ま
し
た
。
書
き
終
え

た
時
に
は
、｢

自
分
の
思
い
を
表
現
で
き
た
こ

と
に
、
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
」と
言
い

ま
す
。
ま
た
、
表
彰
式
の
後
、『
二
日
月
』の

著
者
で
あ
る
い・

・

・
と
う
み・

・く
さ
ん
本
人
か
ら
直

接
、本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、｢

ま
さ
か
ご
本
人

か
ら
本
が
も
ら
え
る
と
思
わ
ず
感
動
し
た｣

と
う
れ
し
そ
う
に
振
り
返
り
ま
す
。

　
当
摩
さ
ん
が
通
う
今
泉
小
学
校
で
は
、
１

年
間
で
75
冊
の
本
を
読
む
と
、
図
書
委
員
会

の
児
童
た
ち
が
作
っ
た
メ
ダ
ル
が
も
ら
え
ま

す
。み
ん
な
で
読
書
に
励
み
、全
校
児
童
で
１

年
間
に
１
万
冊
以
上
読
む
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。当
摩
さ
ん
も
、普
段
か
ら
本
を
読

む
こ
と
が
大
好
き
で
す
。「
１
冊
を
何
度
も
読

み
返
し
、
じ
っ
く
り
本
に
向
き
合
う
の
が
好

き
」と
言
い
ま
す
。

　

当
摩
さ
ん
は
、
読
書
以
外
に
も
ダ
ン
ス
が

好
き
で
、
日
々
、
一
生
懸
命
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。｢
将
来
は
ダ
ン
サ
ー
に
な
り
た

い
」と
話
す
笑
顔
は
、
前
向
き
で
元
気
い
っ
ぱ

い
で
す
。ま
た
、学
校
の
授
業
で
好
き
な
科
目

は
、理
科
と
習
字
だ
と
話
し
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
好
奇
心
旺
盛
で
す
。

　
自
分
の
気
持
ち
を
前
向
き
に
動
か
す
本
と

出
合
い
、
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
当
摩
さ
ん
。
好
き
な
こ
と

や
夢
を
語
る
当
摩
さ
ん
の
笑
顔
か
ら
、
明
る

い
未
来
や
希
望
を
感
じ
ま
し
た
。

上尾は自転車のまちです。みんなでサ
イクリングを楽しもう！

3月号の特集で
は、市内の桜
の名所を紹介
しました。皆さ
んも、花見に出
掛けてみてく
ださい。 『広報あげお』は、読者の皆さんの感想を参考にし、より良い誌面作り

を目指しています。これからも皆さんの感想をお寄せください。

青少年読書感想文全国コンクールで受賞
ありのままの自分を受け入れて

今月のイチ面　自転車のまち“あげ
お”スマート・サイクル☆フェスタ

特集　春満開　桜ガイド

2月20日に島村市長を表敬訪問
し、受賞を報告する当摩さん

当と

う

摩ま

　
紗さ

え瑛
さ
ん

（
小
敷
谷
在
住
）



申
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込
み

14

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

54　

かてめし 333㌔㌍

●作り方
①�	鍋に炒め油を熱し、ゴボウ・ニン

ジンを炒め、さらに干しシイ

タケ・刻み昆布・油揚げ・凍り豆腐を
炒め、8～11の調味料で調

味する。
②�	�①の具と煮汁を分け、煮汁に13～

15の油・調味料を加え水を

足し、炊飯に必要な16を作る。

③	�鍋に②で作った16を入れて火にか
け、沸騰したら米を入れて

炊く。
④	�炊き上がったら具をのせて、十分

蒸らす。

●材料1人分 　…分量（㌘）
1	 炒め油… ……………… 1.2
2	 ゴボウ（ささがき）…………  8
3	 �ニンジン(千切り）… ……  5
4	 干しシイタケスライス（戻す）……   1
5	 �刻み昆布(戻す)…………  1
6	 油揚げ(千切りし、湯通し)……  5
7	 凍り豆腐(戻す)… ………　3
8	 砂糖…………………… 1.5

 9	しょうゆ… ……………  3
10	酒………………………  1
11	塩……………………… 0.5
12	精白米… ……………… 72
13	油………………………   1
14	酒……………………… 1.8
15	塩……………………… 0.5
16	水+具の煮汁… ……… 96

学校保健課　 775-9683・ 775-5633

※分量は、給食（大量調理）で作る量
を1人分に換算したものです。家

庭で調理する際は、食材、調味料な
どの分量は適宜調整してください。

市内に在住の未就学児の写真（画
像データ可）に、氏名（ふりがな）

、性別、

生年月日、保護者の一言、住所、電
話番号を添えて、郵便（〒362−85

01本町

3−1−1）またはメール（s55000@c
ity.ageo.lg.jp）で広報広聴課へ

※掲載は1人1回限り。写真は返却
しません。

※
次
回
は
、
大
谷
中
学
校
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

2
人
そ
ろ
っ
て
元
気
に
産
ま
れ
て
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
☆
元
気
い
っ
ぱ

い
の
優
し
い
男
の
子
に
育
っ
て
ね
！

最
近
話
す
言
葉
が
増
え
て
か
わ
い

い
盛
り
！
最
近
は
、
ば
ぁ
ば
の
眼

鏡
が
お
気
に
入
り
の
わ
が
家
の
ア

イ
ド
ル
で
す
。 

い
つ
も
元
気
で
甘
え
ん
坊
の
颯
く
ん

♡
こ
れ
か
ら
の
成
長
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
！

黒
く ろ

須
す

 一
い

颯
ぶ き

くん
H26.11.13生（2歳）

瓦 

葺

伊
い

藤
と う

　颯
はやて

くん
H27.6.17生（1歳）

原 

市 H28.8.8生（7カ月）
長
ながしま

嶋 海
か な と

夏斗くん 風
か な た

夏汰くん
大
谷
本
郷

右左

食育
　アイデアおにぎりコンテスト・

親子料理教室・お弁当の日など、

家庭と連携して児童が食に対す

る興味・関心が持てるような取り

組みを推進しています。
　アレルギー対応では、教職員の

研修や面談などで、共通理解を図

り、事故防止に努めています。

安全
　毎年、｢おやじの会｣主催で1泊

2日の防災キャンプを開催してい

ます。消火訓練をしたり、体育館

に泊まったりして防災の学習を

します。また、こども110番の家

を回るスタンプラリーなど、学校

と地域が連携して児童の安全の

確保に努めています。

保健
　｢歯・口は命の入り口・心の出口」

をスローガンとし、歯・口の健康

づくりを健康教育の土台として推

進しています。また、日本シュー

ズ協会の協力を得て「足が変われ

ば動きが変わる、足を変えれば明

日が変わる｣をテーマに4〜6年生

で足
あ し い く

育の授業を行っています。

体育
　毎年、小中連携の一環と

して、中学生による陸上教

室「ようこそ!元気アップ教

室｣を開催しています。また、

逆上がりの確実な技能の

定着を目指し、体育委員会

の児童と教員で鉄棒キャン

ペーンを行っています。

　日本学校保健会が主催する「平成
28年度全国健康づくり推進学校表

彰事業」で、東小学校が最優秀校に
選出されました。

　この事業は、生涯を通して、より
よく健康を保持増進するためには

、幼少年期からの生活習慣や環境
など健康的な生活行動

が大きく影響することから、健康教
育、健康管理が十分に行われている

学校を表彰するものです。

　東小学校は、特に学校と家庭、地
域社会との連携を積極的に行い、

健康づくりを推進し、成果を上げ
ている学校として、小

学校の大規模校「全国一」に輝きま
した。その東小学校の取り組みの一

部を紹介します。

保健・体育・食育が調和し地域と育む
彩り豊かで安心安全な学校づくり

～東小学校の取り組み～

「足育」の授業

ようこそ！元気アップ教室
おやじの会主催の防災キャンプ

夏休み親子料理教室
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